
　昭和 48 年７月、新内社長の父が木製建具の製作・

施工会社として創業し、45 期目を迎えた同社であるが、

昭和 58 年にＶカット工法による化粧シート貼り内装

造作材の製造を始めた。内装造作材とは、建築内部の

仕上げ材・取り付け材の総称のことで、ドア枠・窓枠・

廻り縁などである。その中でも化粧シート貼り内装造

作材を製造販売している。公共住宅や新築マンション

などに採用され業容を拡大したが、大手メーカーの参

入により価格競争が厳しくなると、低価格帯を求めら

れる分野を避け、同社の技術力を生かすことができる

付加価値を追求する分野へ注力した。

　生産は、全て受注生産の体制をとり、一つひとつオー

ダーで製作している。ある程度規格化されていても収

まりや使い勝手などによって微妙に違いがある。営業

担当者が皆、設計の知識と技術を有しているから出来

ることだが、建築現場において加工の手間が省けると

職人不足に悩む企業から高く評価されている。

　また、化粧シート貼り内装造作材は通常、ラッピン

グマシーンや V カットマシーンといった機械で製作さ

れる。大量生産・低コスト化が進み、V カットマシー

ンからラッピングマシーンへと製作の主流は変化した

が、同社は小ロット多品種に対応するために V カット

マシーンを使い続けてきた。

　さらに、V カットマシーンを利用した改装工法で特

許も取得した。熟練技能者でなくても、外観性および

耐久性に優れた改装額縁構造を形成可能にした工法

「リマド」である。「窓枠に上から被せるだけ」という、

簡単な施工で窓枠の着せ替えが出来るという商品で、

全国販売を開始。住宅リフォーム業界誌などから注目

されており、関東・関西地区をはじめ全国の住宅リ

フォーム業者より、注文や引き合いが増えている。

　リマドで開拓した販路にドア枠・窓枠といった化粧

シート貼り内装造作材をリフォーム用商品として、投

入したいと考えている。リマドは芯材を巻き込んで接

着するという工法を必要としないので、全国販売が可

能になった。しかし、ドア枠、窓枠といった化粧シー

ト貼り内装造作材は、芯材を巻き込んで接着するとい

う工法が必要となる。内装造作材は、化粧シートを貼

り、化粧板にＶカットマシーンでＶ溝を加工し、芯材

を巻き込み、接着させて製作する。プライマーという

特殊な薬剤の化学反応を利用して、早く確実に接着す

る方法をとってきた。

　しかし、これには①工程の数が多く、プライマーの

乾燥時間（夏 4時間、冬 6時間）がかかるので、製造リー

ドタイムが長い。②製品に反りやねじれが発生するこ

とがある。③特殊な接着剤でコストがかかる。④接着技

術には、長年の経験を要するが、技術の伝承が難しく

多能工化が進んでいない。⑤仕掛品が多い、という課

題を抱えていた。そこで、これらの課題を解決するた

めに、高周波フラッシュ接着機（以下、高周波接着機）

を自社に合う様、設計をして導入した。

　高周波接着機は、高周波を発して内部の水分を発熱

させることで、接着剤が乾燥する。これだと、養生時

間を入れても 1 本当たり 40 秒ほどで仕上がる。芯材

の乾燥に 4～ 6 時間かかっていた時間が不要になり、

製造リードタイムが大幅に短縮された。

　接着剤の塗布量は２／３ですむ。反りなどの変形が

ほぼ生じなくなった。高価なプライマーから一般のボ

ンドに変更になったので、キロ当たりの単価を半分ほ

どに削減することができた。また、気温や湿度、材質

に応じたプレス時間のデータ集計をし、そのデータを

高周波接着機に入力することで、新人にも長年の経験

を積んだ職人と同じような接着が可能になった。芯材

の乾燥時間が不要になったため、仕掛品が無くなった。

　こうして、高周波接着機を導入することで、抱えて

いた課題を解決することができた。

　これまでは、九州・山口一円の建設会社（ゼネコン）

とリフォーム改修工事業者を顧客対象としてきたが、

今後は全国に販路を拡大する。また、業種についても

建設会社（ゼネコン）とリフォーム改修工事業者に加

えて、不動産管理業者、ハウスクリーニング業者など、

従来の販売チャネルと異なる新たな顧客も対象として

いく。

　自社のオリジナル商品であるリマドを普及させるた

めに、営業を強化する計画だ。リマドはファックス DM

でホームページに誘導し受注するビジネスモデルを構

築した。リマドで開拓した販路をさらに掘り下げるた

め、さらなる超短納期にも挑戦している。付加価値を

高め、住宅リフォームの新しいカタチを発信すること

により、同社の販路が広がってきたようだ。
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■本事業への経緯

■事業の成果

■今後の課題・展望

■事業の内容

　これまでも、当社オリジ

ナルの製造機械を設計導入

し、作業効率を高めるとと

もに、従業員の働きやすさ

も追求してきた。

　高周波接着機の導入は、

生産工程の改善と同時に労

働環境の改善も目的とした

ものである。作業工程が減

りスペースに余裕が生まれた分、作業導線も短くなっ

た。機械により作業負担が軽減され、労働環境の改善に

大きく寄与している。今後も生産性の向上と労働環境の

改善に努めたい。
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▲製品は自社工場で一貫生産する。

▲高周波接着機

高周波接着機による接着作業。

熟練技能者でなくても、接着が

可能になった。

▲

V カット造作材

▲


